
中学校 

 

   
  

言
葉
を
見
つ
め
る 

『
俳
句
の
可
能
性
』
『
俳
句
を
味
わ
う
』   

教
科
書
Ｐ
66

～
70 

   

１ 

教
科
書
Ｐ
66

か
ら
の
「
俳
句
の
可
能
性
」
の
本
文
を
読
み
、
俳
句
と
は
何
か
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
次
の
俳
句
の
特
徴
を
示
す
文
の
空
欄
（ 

 

）
を
埋
め
よ
う
。 

 

① 

俳
句
が
散
文
や
報
道
記
事
な
ど
と
違
う
の
は
、
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
を
、
読
む
人
の
自
由
な

解
釈
で
補
っ
て
、（ 

 
 

 
 

）
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。 

 

②  

俳
句
は
、五
・七
・五 

と
い
う
（          

）
と
、季
節
を
表
す
言
葉
（          

）
を
用
い
て 

  

表
現
し
、こ
の
よ
う
な
約
束
を
（                 

）
と
い
う
。 

 

③  

「
や
」
な
ど
俳
句
の
中
で
句
の
切
れ
目
に
使
う
言
葉
を
（            

）
と
い
う
。 

 

④  

俳
句
で
用
い
る
季
節
の
言
葉
を
ま
と
め
た
本
を
（           

）
と
い
う
。 

 

⑤  

自
由
な
音
律
の
俳
句
を
（          

）
、季
節
を
表
す
言
葉
の
な
い
俳
句
を 

    

（           

）
と
よ
ん
で
い
る
。 

 

２ 

次
に
示
す
四
つ
の
俳
句
を
「
五
・
七
・
五
」
の
リ
ズ
ム
を
意
識
し
な
が
ら
声
に
出
し
て
、
三
回

読
ん
で
み
よ
う
。（
三
回
読
ん
だ
ら
□
に
チ
ェ
ッ
ク
） 

 

□ 

Ｐ
66 

飯
田
龍
太
の
「
ど
の
子
～
」
の
句 

□ 

Ｐ
67 

正
岡
子
規
の
「
い
く
た
び
も
～
」
の
句 

□ 

Ｐ
67  

友
岡
子
郷
の 

「
跳
箱
の
～
」
の
句 

□ 

Ｐ
68  

加
藤
楸
邨
の 

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
～
」
の
句 

 

三
年 

 

組 

名
前 

三
年
生 

国
語 

学
習
プ
リ
ン
ト 

 

筆
者
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
、表
現
の
し
か
た
な
ど
を
読
み
味
わ
い
、俳
句
の 

世
界
に
親
し
む
。 

はじめ 

 



中学校 

３ 

本
文
に
あ
る
次
の
名
詞
の
意
味
を
国
語
辞
書
で
調
べ
よ
う
。 

 
 

■ 
断
念
《
意
味
》  

■ 

感
性
《
意
味
》 

   

４ 

韻
文
と
散
文
の
違
い
を
確
認
す
る
た
め
に
、
次
の
文
の
空
欄
（ 

 

）
を
埋
め
よ
う
。 

 

■ 

韻
文
と
は
、
短
歌
や
俳
句
な
ど
、
一
定
の
形
式
や
音
の
（ 

 
 
 
 

）
を
も
っ
た
文
章 

  

■ 

散
文
と
は
、
決
ま
っ
た
（ 

 
 

）
や
音
の
リ
ズ
ム
を
も
た
な
い
普
通
の
文
章 

 

５ 

俳
句
は
、
限
ら
れ
た
言
葉
（
五
・
七
・
五
の
十
七
文
字
）
で
、
自
分
が
見
た
も
の
や
感
じ
た
こ
と

を
、
表
現
し
た
韻
文
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
読
む
側
は
、
自
由
な
解
釈
で
補
っ
て
、
想
像
し
、
読
み

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

次
の
句
は
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
俳
諧
師
、
小
林
一
茶
が
、
日
本
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で

あ
る
小
林
一
茶
の
故
郷
で
詠
ん
だ
句
で
す
。
あ
な
た
は
、
こ
の
句
か
ら
ど
ん
な
場
面
を
想
像
し
ま

す
か
。
想
像
で
き
る
こ
と
を
書
き
出
し
ま
し
ょ
う
。 

 

雪
と
け
て
村
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
か
な 
 
 

小
林 

一
茶 

              


